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京都府’共盛炭｝鑛調査速報

　1．〔要約〕』來炭厨は洪積層に属し，片瞬岩欺花嵩岩

からなる基盤の小窪地に堆積したもので喬る。淡層1ま2．

枚季つて，周豫部は薄く且擾乱されているが，中心部は

　　　　　　　　　　　　　　　ノ安定しその平均厚さ72cmである。木質亜炭を主とし，

淡質臭好であつて～その推定埋藏攣は19，400殖でこめ

50％が可採炭量となる。地域の東部に於ける炭暦の賦

存状況が明瞭でないから，附図に示した位置に試錐を行

，5乏共に，現在の坑道を更に堀進しぐ東部の炭層賦存歌

況を明か1導し，推定埋藏量の確認することが緊急であるす

　2』、〔緒言〕紹和23年4月13日共盛淡鉱の概査に從

事した・蚊に其結果を報告する。　　　　　　　’

　3・〔位置，、交通〕、、本炭鉱は京都府相樂郡高山村田山、

にある。関西本線大河原駅から縣道を南へ約6kmで高

山村田山に至るQこ’』から山元迄南西に約700mは目下

自動車道路を新設中であるから・完瞬の。ヒ嫡交通蓮搬と

もに比較的便利であ盗。、

　4・〔地形，地質〕

　調査地は縣道との地高50m内外の丘陵山弛であるが，

稚々複離な起伏を呈する。本地域を構成する璽質は下位

より順次に基聲の片麻岩状花嵩岩，，之を不整合に被う相

樂層，更に不整合に被覆する北叉暦に分けられ，谷の低

，地に沖積層が分布する。相樂厨は主に粘土層から威軌

砂厨を含み，亜炭暦を挾有し，厚さ5m乃至10mある。

北文層は主に砂礫暦かう成り厚さφ肇化著←く。＄m乃至

30mあるる，こ塾らの弛暦は奉盤の小窪地に準積し，浸

蝕によつて島状に取馨ざれわもりであろ◎　1

　5ゼ〔炭暦〕．炭層は相樂暦の粘土暦に挾有され主要炭

本樋域の東部における炭層の賦存朕況が明瞭でないか．風

ら』早急に図示の位置において試錐を行5と共に・現在
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風馳域の周辺に於ては薄く・且騨しさ紅いる汎中・の坑灘掘進し炭暦の賦鰍況を明かにして瀧糧
、心部は安定する摂向力1ある。坑零犀び露頭に於げる炭層

　の関係を示ぜば，下図の通り廼ある。

　　炭層は殆ど水李に発蓬し，、僅に西方に傾斜するρ爽炭

．　暦の賦存区域及ぴ露頭の位置ほ，附函に示す通りで訪るづ

　　6．〔炭．質〕、

　ノ　　主として，木質亜炭で隣接の日章炭鉱のものと酷似す

　るo（発熱量は3，500～4，000カロリーと推定される）

　　7。〔炭量〕

　　附図に示す如く推定賦存面積を寧2・500m2，畢均炭丈

　を72璽m・比軍を1・2として算出すれ1涛・推i定薦嫉

　19・400殖で嫡・其50％が可採炭量≧なる・

　　8』〔結論〕

19，4001蓮と確認する事が必要であるo　、

9。〔現況〕

1（イ）鉱区　京都府’試登4764号，試登4763号

　（・）位置　京都府相樂郡高山村田山

　（バ）鉱業権者三重縣上野市丸ノ内沢田種

　（二）滑革
　　　　　　　ヒ現鉱業考沢田稔が昭和22年10月本鉱区を大限市東区

京橋3／75　中島要一より譲受け直ちに鷲手稼行して

現在に至る。

　（ホ）出、炭　　　・

　目下道路を新設中であつて出炭していない。山元貯炭

200庭1内外あ，るo（示畠井…三鄭）』
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553．94：550．8（δ22．2）　『・

　　　　　　長崎縣北松浦炭田 臼ノ浦地厘調査
　　　　　　　　　　　　■

　昭和25年2月及び3月，松本隆“，、沢田秀穗（各40日

間調査），久保恭輔長浜春夫（各30日間），岡田健次（15

　日間）の5名は上記輩松浦炭甲臼ノ浦地区の地質調査に

從事した。其結果は目下整理中であるが，1現在迄にえら

麗湊結果を次砕蓮べるQ

　．なお本地域は北松浦炭田の南西部を占め，昭和24年

春，沢田，佐藤茂，一杉武治，井上絢夫め4名が地質概

査を行い，早急に精しい地質調査を行、5必要を認めた区』

域である（第1図）。本域西隣は昭和24年秋及び昭和25．

r年春本所の安原彰一，・小西泰攻露，「高井保明，原田種成

．が地質精査を行い，叉南隣九十九島の大部分ば1947年

松本が地質概査し，昭和24年夏岡田健次が地質準精査．

　　　　　　　　　　　　　　　　5　を行った区域であるo　r乙，

　1．・從来小佐々瞳暦とよばれた断暦（1949年沢田等の

　ロノ里断暦）は竹田～大石を総小佐々浦中を縦走し永

　ノ島北西肢を通過す灸。　　　　　　、　　　、　，．

　●3．佐々川断暦は國鉄臼ノ浦線佐々川鉄橋の西側附近

　から黒石新田部落に至り東西方向の断暦のため酉方に韓、

位し，臼ノ浦を縦走，黒島とその東の大瀬宇島（仮称）と

　の聞を南北に通過すると考える。

　3・一上記佐々川断暦を韓位せしめた東西方向の断暦

、．（昭和雛年沢田等の芳ノ浦断暦の西部延長と考える）は

　佐々川断層と合体する・と思われる黒石新田を通過する北

　々東一南々西方向g断層（昭和溢年沢田等り耶野断膚）

　によつて南に韓位し高崎山北方鞍部を通過，西南西走し，

　永ノ島，トコイ島間，餓鬼島高島問を通過すると考える。

　4・．李野断暦の西側には之と略々平行して更に一つの

　　　　　　断暦が存在し，之を黒石新田断暦と名づける。．

　5．5臼ノ浦牛島南岸に於ける観察によれば，所謂モエ

　ズ暦下約220mの間の地暦は主として砂岩から威g皐好

　な炭層は見出されていない。

　6．準野，・芳ノ浦，佐々川の三断暦により囲まれた黒

　石新田北方の区域には凝荻質泥岩が分布し海旗貝化石薯

　f介管ご（砂管状のもーので石友質の膜が円筒形をなし，西

　彼杵炭田大島地区の暦に含まれるものに類似す弓）P等が

　見出されているoか、る岩相は昭和24年沢田等の報告

　す1る迄北松浦炭田に於てはあまり注目されなか？た。

　7．芳ノ浦，佐々川両断暦によつて挾まれた高崎山二一

r下小高島」暉島奪結ぶ地域ドは昭和22年松本摂報じた

　如く所謂大瀬五尺層以羊の地層が西に向つて軍斜し・唐

　津炭田の所謂畑津頁岩，畑津砂岩，行合野砂岩，佐里砂・

　岩に岩相の似た地層が露出し，Pe・ten其他の海楼貝化

　石をえた。而して之等の地暦ぽ，前記佐々川断膚の臼ノ

浦中を南北走する部分に接近した黒島及び高崎山に於ぐ
『
，
北
方 に沈降する背斜構造を威しているのが認められる。

むし之等の地層が唐津炭巴の上記諸暦に対比されるもの

の

第 1 一図

り

1『

，◎’

■

　　　　　第　・』　2　　　図・
　　　　　　　　　　　ぺとすれば，』本地域の一部には地下比較的浅処に芳ノ谷暦

に相当する地履の存在が考えられる。　　』　』

8，調賓地域西隣の日鉄鉱業矢岳磧南方畑崎孚島の海

岸嘩騨乳類の鋤曝賜る麟撰め零・（第12』
図）『（松本隆一，澤田秀穂，久保一薬輔，長濃春夫，岡『

田健次）’

57’
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553．93：550．・8（52L85）

　山口縣船木町鎚畑京正地匪無煙炭鑛匪調査蝦告

　1．〔調査の趣冒〕船木町有煙炭地区に近接する三豊

紀暦中に鰹秀な無煙炭暦を発見し・試掘願を提出したの

で，開発課の意見により一懸現地を調査したものである0

　2．〔地質及醸駒三盤紀砂岩頁岩の互暦があり・

、埴生，沸部等の無煙炭地区と同様ゐ地質地帯で所謂厚保、

緻下部三曼紀）に属する地継ある・この暦に殆んど平・

行に石英斑岩の’送入があり，北700東の方向に走つて

いる。地層は北700東から北85り東の走向をなし・傾

斜は北に300乃至450である。
　炭層は数條あるが，（第三紀暦との地暦境界線より中

生暦内約1kmの間に4條あり）稼行の対称となるのは・

第2條目の現試掘炭暦のみで他』の2層（1條参鉱区外）

は，節cm～20αpで間題にならない。炭層厚さは，2m
　サあるが，炭磨に沿5断層破五卒イ乍用のため完1全に粉炭とな・

，り，巌質頁岩を混入するた醐品質悪く恐らく2，000カ

　ロリー台のものと思われるo

　’層の延長は東部は沖積暦に覆われて不明であるが譜西

：部は約10mの道路側露出に於いて60cm位となつてい

　るので，相導膨縮の強い事を予想し得られる。炭質発熱

量ほ分析中であるから其完了後再楡討する。，・ら

　3．　〔出願者〕　宇部市上町四丁目　亭　　田　　．「薫

　4．　〔位置及び交通〕　船木町より西北約3kmにして

．現地に達するが，内2kmは沖田炭鉱道路でトラヅクを

通じ，＼残りは馬専を通ずる程度である。

　5。〔結論〕まだ露頭より5mも入りおらぬため，’現

　　●
　　　　　　　553・84：・550・822（521．£5）

　　　　　　　　　　　　　　　ノ在の炭質は悪いが，4，000カロゾーは保ち得るであろ15Q

埋藏量を計算する程度の調査は行つていないから不明で

あるが・試掘箇所の幅ほ6尺もあり，稼行の対称として

．二ご「

　　　　　第1図　般木町奥畑京正無煙、、1　　　一

　　　　　　　　炭鉱区位置交通図
　9
は充分試掘の潭値あるものと思う。但し現下の無煙媒情

勢では企業化には相当調査完了の後でなければ，着手を

差擦えるべきであろう。（昭和蟹年4月）（加藤　信）

山口縣字部炭田，荻森炭鑛試錐位置並に銭ケ原炭鑛（有煙）石炭賦存1賦況概査
＼

，1．〔要旨〕荻森淡鉱の試錐位置調査及び銭ケ原炭鉱

の石炭賦存獣況を調査した。荻森炭鉱講錐選定の爲に

は，ザ鷹当鉱区内り城質構造を知る必要があるので1鉱

区内を一巡したが，淡鉱1財の要望地点より他には適当」な

処がないようで易るo

、鍵原鉱区酔炭層賦鰍況は大略癌5・東嘆向

を示し1鉱区内の南卒1；は炭暦の賦存が認められる。北

孕にては（略船木，・厚狭閲國道北〉，中生暦の露出があつ

て，淡暦め賦存億認められない。

　2ド〔位置及び交通〕荻森炭鉱にて試錐地点として要

望される処は，新斜坑延長線上の道路三叉路附近の水田

中で，之を第1『とし第2は其南方600m余の地点で共に

馬車を通じうる道路脇である。

　銭ケ原炭鉱は山口縣厚狭都船木町逢坂にあって，山陽

線厚挾駅下車1厚狭一船木間のバスを通ずる國道澹いで，

新斜坑は國道南方km余の用水溜池西岸附近にあつて，現

在國道より道路躍設中である。現在ほ山元から山頂附近

’を西に通ずる自動車道により，厚狡駅に搬出中である

が，路面甚だ悪受雨天及び雨後あ搬邊は困難である5

　・3・〔地　質〕銭グ原炭鉱事務所附近（國道ざ，り幣へ

200m入る）には翫に中生暦と思しき砂岩頁岩の累暦が

露嶺し，國道北部には花崩岩の露出地帯もあり，炭田は

國道南方の丘陵中腹より南方に向ρて拡がる。而して丘

・陵中脚以下沖積暦の下が中生層で南るが，一來炭層である

かはなお詳かでない。來炭層の走向は略々北葡Qで其

1周辺部では3Q。位迄に傾斜を糟すが，中央部に向つて

少し離れると極く緩かになり，水奉乃至3度東南の傾斜

・を示す。謬　　　　　　　　噛ノ

　岩石は砂岩，頁岩の互暦で，炭暦は四層以上挨まる様
　　　　　　　　　　イである。なお來炭暦下部附近には，厚い次青色含礫頁岩

58
／
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　　　　　　　　　　一
第1図　荻森銭参原地区地質略図

暦があり（荻森地区に良く露出する），本地区でも罫該膚

位と思われる附近における試錐（上総掘）の結果を聞く

と，其友青色頁岩の存在がうなずかれる。一之ほ試錐に依

つて下位の炭層を探る場合，附近の暦位を指示するもの

として留意すべきである。地質構邉上特に甚だしい断暦

摺曲等は太調査に於て見受けなかつた5唯來淡暦下部附

近の地暦が其露頭附近ヒ於て急嶺斜を示し，一炭田中央部，

に於いて殆んど水平を保つ事は，｛勿論荻森地区の略々、

．中央には南北憧の一天断層が存在して附近の來淡厨が大

いに変動をうけている例外は有るが）本炭田の地質構造

に関i連する何かを意味するものと、思われる0

4，〔炭層〕炭暦は4層以上第るものと推察され，上

　米　　糎
　3ガリ炭　　　し2
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音Bより「ガリ」炭（厚さ10cm内をト）

其下位11mに「二重石」（厚さ佃、

Om内外）があり，，炭暦は2枚に

分れて間に薄き來みがあるo其下．

位12m轟外に約35cmの「眞鹿

屑」一がある。其下位16m附近に

「ノ」クレ炭」が有るゴ炭層は上下

2枚に分れ計9・cmあ？て澗仁

70cmの來みがあそ∫る現在は上部

の「二二重石」を採掘中であるQ、

　現在採掘する附近は露頭近く炭『

質眼質とは郵・にくいが・深音棒

にては良好になるものと思料す6

5．〔繍命〕荻森炭鉱の試錐位．

第噛鍬原斜坑置蹴い臓炭鉱即要望地点・
　　に於ける淡柱図に異論ぱないがジ地質構輩上「四

重石淡」の賦存は疑を挾まない処でむしろ贅沢の感があ、

る。然し本地域・噺斜坑により立証された協こ・來炭暦

基盤である蛇紋岩乃至古生暦中生暦等爾波歌起伏が予想、

され，其凸部に於いては時により 炭層の欠如があるもの

と思われる。銭ケ原鉱区の南牛は炭麿よく発達するよ5

であるが，概して薄層で而も鉱区は凹凸はなはだしい細

長きもの℃隣接鉱区との談合でお互に臼凸を無くす事

が出来得れば，採炭上の莉釜，引いては塘産に釜する事・

雌しいと思う．本駆は近い中に籠する確噛

るo（清原清人）

北海道天北炭田小石地厘調査

　〔要旨〕　本地区は聰海道宗谷郡猿彿村小石部落の北西

方に在づて，天北炭田の北部に含まれ，面積約10．km2ー

ある。爽炭層の地質時代は朗かでないが，四囲の地質状

・況其他より推して新第三系に属すると考える6來炭層は

厚さ120田以上あつて，之に含窮される主要淡暦5層を一

数え，イ現在の稼行炭暦は2暦である。上衰暦の厚さ李均

炭丈1・8Gm・下炭層し璽厚さ平均炭丈与・00mあるQ．i爽1炭

暦は走向南北乃至北10。西，傾斜は全体として西に5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も度乃至200であるが，略々南北に近い走向の小石断履

によづて繰返し広く分布し，該断暦の東に同走向の小向

斜構造があるo　　’　　　　　　，

　石炭は褐炭に・属しプ次分少く・発熱量馬700カロリr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●内外であつて，家庭用，暖房用，一工場汽罐用に適する。

　調査地臨に於て藤田鉱業会枇稻壇炭砿及び北海道石炭

．拓殖会肚に属する旧新興炭鉱，旧北宝炭鉱が稼行し，終

戦前後より出炭しているo　　　　　　　　　　l

　調査班員珠長山口揖調奪鼻1河野迫也，採鉱調査、

員　金子文郎，測量員　小谷野長李，．測量員　高木芳丸

　調査期間　自昭和22年9月6日，・至昭和22年1Q月

鰺日，調査実日数32日間

　〔地形〕　本地区は宗谷山脈東麓の緩傾斜の丘陵地であ

つて・最高120m内外であ養。宗貸山脈に発する鬼志別

川は課査地の南部を東に蛇行して直距鎗km余のオホ

ツク海に注くも地暦が略々南北の走虜を域て延長するに

対し諸河流は概ね西より東に流れるのであるが1地形が

緩慢であつて広澗な漢谷をなし，谷閤に地暦及び炭層の『

露頭が殆ど見られない。讃査地域は緩慢な丘陵地である

が，高さ2m内外の「根曲り竹」が密生し，部落附近以外

は踏破困難であるから奥地の石炭は現在は積雪時に雪上’

を馬権で蓮搬するのみであるo・　　a

1
5
9



　　　〔地1質〕

　　　＆・’暦序，其他　

’　　本地域を構成する地質は四囲の地質及び構造より推定

　　して，一主として新第三系より成ると考える。火成岩は見

　　当・らない。柱駄図（1）に当地域の模式柱状図を示す。な

　　お來炭暦は炭層の上，下に植物化石が見られるのみで，
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　　　　　　　第1図　地質模式桂朕図．

　　　　　　　　　　－
動物化石がない。

　b．地質構造

　地暦の走向簿一般に南北乃至北100・西，傾斜10一》20◎

西である。巻馳域は渡辺久吉技師の調査した小石西方を

ド南北に声る向斜構造の束翼に当り，全般に西に向う輩斜

構輩を示レ，來炭層は小石断層（小石部落及び稻垣炭砿

正躍坑を過り走寧北25◎西の犀断暦）により繰返し広く

露轡して居る。断暦の東側は略々南北に走る小背斜があ

るが・全般と「しズ西に向い箪斜構輩を示して居る・

　，o．來炭暦　　　　　　　　　　　，1

　主として青友色の硬）・泥岩より成り，本岩は風化すれ’

琴友褐色を呈し，脆く，一小片に謝れるφ羊要炭暦5暦あ

る。炭暦の上，下盤に近くの薄くはげる青友色泥岩中に
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植物化石を多産する。炭暦は白色叉

は青白色凝友質砂岩を來みとして挾

有する。植物化石より地質時代を判

、定出来ないが，四囲の地質斌況から

本爽炭暦は新第三系に属すると考え

・るo．

　〔炭層〕、
　　　　　　　　　　’、
　窃，炭層数

　柱状図（2）は本地区の模式炭桂図

であρ七主要炭層5履あ多o・

　b。稼行可能の炭層

，’各淡暦に就て標準的淡柱図を柱状

図（3）に示した。5番暦は薄く稼行不可能と思われるQ㌧

　1番暦・6・・小石断暦の西側では調査地区の西縁を略々

南北に走り之を嘗て旧北宝炭鉱か露天掘した。断層の東：

側では漸次薄くなる傾向奪有し，來み2暦を含み，現在覧

稻垣炭砿大盛坑で採巌して居るd2番暦・・一小石來炭暦．

、

益　　一甑　　圖　　ご3）
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　　　　　　　　第3図’柱朕図
　　　　　
、中最も有望な炭暦で膨つ℃　断暦東側では酪々南北に

1走り，ノ」、向斜構造をなし，炭暦は断暦の直く策と調査地

　区の東端に露出しているが，本暦は曾て隔新興炭砿壽坑

及び稻荷坑並に旧愛國淡砿が採炭した。叉断暦西側では

旧北宝炭砿壽坑，単坑が採炭し，’土地の人にょつても諸

所で小規模に掘られていた。3番層，4番暦…・諸所に

・露出して居るが，未だ採炭されて居ないQ

　c．淡暦分布状態『

　炭暦は走向略々南北乃至北■0。西を示し，断暦の西、

’側では調査地区の西端を南北に蓮続レて分布し・断層の

東側てiは小向斜離を成し，糖1ま南可とに2條の分布を

示す。甲　　　　　P　　　　　　鳳
　　　ヤ
　1〔炭種及び炭質〕石炭は褐炭に属する・一見良質亜炭

の観を呈し割合に多く水分を含み，木質構造の見える
G
部分もあるQ新鮮な時には稽へ黒色光沢を有するが，乾

燥すれば光沢が無くなり，小さく割れ，薄く剥げる性質

を示す。
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